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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ６ 部 門 第 １ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 7 年 2 月 1 9 日 ( 2 0 2 5 . 2 . 1 9 )
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 3 - 1 2 0 9 5 5 ( P 2 0 2 3 - 1 2 0 9 5 5 A )
【 公 開 日 】 令 和 5 年 8 月 3 0 日 ( 2 0 2 3 . 8 . 3 0 )
【 年 通 号 数 】 公 開 公 報 ( 特 許 ) 2 0 2 3 - 1 6 3
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 2 - 2 4 1 1 8 ( P 2 0 2 2 - 2 4 1 1 8 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｇ ０ １ Ｎ 2 7 / 4 1 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｇ ０ １ Ｎ 2 7 / 2 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｇ ０ １ Ｎ 2 7 / 4 1 6 ３ ４ １ Ｍ 　 　 　
　 Ｇ ０ １ Ｎ 2 7 / 2 6 ３ ７ １ Ｃ 　 　 　
　 Ｇ ０ １ Ｎ 2 7 / 4 1 6 ３ ５ １ Ｂ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 7 年 2 月 7 日 ( 2 0 2 5 . 2 . 7 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 一 実 施 形 態 の 電 解 液 分 析 装 置 で は 、 上 記 制 御 部 は 、 上 記 切 替 ス イ ッ チ を 制 御 し て 、  
上 記 剥 が れ 判 定 部 の た め に 、 上 記 コ ネ ク タ の 上 記 第 １ の 接 触 電 極 と 上 記 第 ３ の 接 触 電 極 と  
を 上 記 配 線 群 を 介 し て 上 記 剥 が れ 判 定 部 に 電 気 的 に 接 続 す る 第 １ の 接 続 状 態 と 、 上 記 第 ２  
の 接 触 電 極 と 上 記 第 ３ の 接 触 電 極 と を 上 記 配 線 群 を 介 し て 上 記 剥 が れ 判 定 部 に 電 気 的 に 接  
続 す る 第 ２ の 接 続 状 態 と を 順 に 作 る 。 し た が っ て 、 上 記 第 １ の 接 続 状 態 で 、 上 記 剥 が れ 判  
定 部 は 、 上 記 第 １ の 電 位 、 上 記 第 ３ の 電 位 を 、 そ れ ぞ れ 上 記 第 １ 、 第 ３ の 接 触 電 極 を 介 し  
て 取 得 し 、 取 得 さ れ た 上 記 第 １ の 電 位 と 上 記 第 ３ の 電 位 と の 間 の 電 位 差 に 基 づ い て 、 上 記  
第 １ の イ オ ン 選 択 膜 が 上 記 第 １ の 主 ベ ー ス 部 か ら 剥 が れ て い る か 否 か を 判 定 す る こ と が で  
き る 。 続 い て 、 上 記 第 ２ の 接 続 状 態 で 、 上 記 剥 が れ 判 定 部 は 、 上 記 第 ２ の 電 位 、 上 記 第 ３  
の 電 位 を 、 そ れ ぞ れ 上 記 第 ２ 、 第 ３ の 接 触 電 極 を 介 し て 取 得 し 、 取 得 さ れ た 上 記 第 ２ の 電  
位 と 上 記 第 ３ の 電 位 と の 間 の 電 位 差 に 基 づ い て 、 上 記 第 ２ の イ オ ン 選 択 膜 が 上 記 第 ２ の 主  
ベ ー ス 部 か ら 剥 が れ て い る か 否 か を 判 定 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 上 記 制 御 部 は 、 上 記  
切 替 ス イ ッ チ を 制 御 し て 、 上 記 第 ２ の 演 算 部 の た め に 、 上 記 コ ネ ク タ の 上 記 第 １ の 接 触 電  
極 と 上 記 第 ２ の 接 触 電 極 と を 上 記 配 線 群 を 介 し て 上 記 第 ２ の 演 算 部 に 接 続 す る 第 ３ の 接 続  
状 態 を 作 る 。 し た が っ て 、 上 記 第 ３ の 接 続 状 態 で 、 上 記 第 ２ の 演 算 部 は 、 上 記 第 １ の 電 位  
、 上 記 第 ２ の 電 位 を 、 そ れ ぞ れ 上 記 第 １ 、 第 ２ の 接 触 電 極 を 介 し て 取 得 し 、 取 得 さ れ た 上  
記 第 １ の 電 位 と 上 記 第 ２ の 電 位 と の 間 の 電 位 差 に 基 づ い て 、 上 記 電 解 液 に 含 ま れ た 上 記 第  
１ の イ オ ン 種 と 上 記 第 ２ の イ オ ン 種 と の 間 の 濃 度 比 を 算 出 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 基 板 ３ １ の 表 面 ３ １ ａ 上 で 、 絶 縁 膜 ５ １ は 、 こ の 例 で は そ れ ぞ れ 上 述 の 第 １ の 特 定 領 域  
５ １ ｗ １ 、 第 ２ の 特 定 領 域 ５ １ ｗ ２ 、 補 助 領 域 ５ １ ｗ ３ を 画 定 す る 、 厚 さ 方 向 （ Ｚ 方 向 ）  
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に 貫 通 し た ３ つ の 円 形 の 開 口 （ そ れ ぞ れ が 画 定 す る 領 域 と 同 じ 符 号 ５ １ ｗ １ ， ５ １ ｗ ２ ，  
５ １ ｗ ３ で 表 す 。 ） を 有 し て い る 。 ナ ト リ ウ ム イ オ ン 感 応 電 極 ４ １ 、 カ リ ウ ム イ オ ン 感 応  
電 極 ４ ２ の 有 効 な 領 域 （ 機 能 す る 領 域 ） は 、 そ れ ぞ れ 開 口 ５ １ ｗ １ ， ５ １ ｗ ２ の サ イ ズ （  
こ の 例 で は 、 そ れ ぞ れ 直 径 約 ４ ｍ ｍ ） に よ っ て 画 定 さ れ て い る 。 こ の 例 で は 、 開 口 ５ １ ｗ  
３ の サ イ ズ も 、 直 径 約 ４ ｍ ｍ に 設 定 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 そ れ に 代 え て 、 例 え ば 図 ６ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 試 験 片 ３ ０ に Ｎ ａ 膜 剥 が れ が 有 る が 、  
Ｋ 膜 剥 が れ が 無 い も の と す る 。 こ れ に よ り 、 ナ ト リ ウ ム イ オ ン 感 応 電 極 ４ １ の ベ ー ス 部 ４  
３ ａ が 露 出 し て い る も の と す る 。 こ の 状 態 で 、 基 板 ３ １ の 一 端 ３ １ ｅ の 側 （ 図 ６ （ Ａ ） 中  
に 破 線 で 示 す 領 域 Ａ １ ） を 覆 う よ う に 、 電 解 液 と し て の 標 準 液 が 接 触 さ れ た も の と す る 。  
す る と 、 現 象 と し て 、 図 ６ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 ナ ト リ ウ ム イ オ ン 感 応 電 極 ４ １ が 発 生 す  
る 第 １ の 電 位 Ｅ １ と 補 助 電 極 ４ ６ が 発 生 す る 第 ３ の 電 位 Ｅ ３ と の 間 の 電 位 差 Δ Ｅ １ ３ は 、  
接 触 時 か ら 約 ２ 秒 以 内 に 略 ゼ ロ （ ＜ ０ ． ０ １ ［ Ｖ ］ ） に な る 。 こ の 理 由 は 、 ナ ト リ ウ ム イ  
オ ン 感 応 電 極 ４ １ と 補 助 電 極 ４ ６ と の 間 が 標 準 液 に よ っ て 導 通 し 、 か つ 、 既 述 の よ う に 第  
１ の 主 電 極 層 ４ ３ （ ベ ー ス 部 ４ ３ ａ を 含 む ） と 補 助 電 極 層 ４ ８ （ 補 助 電 極 ４ ６ を 含 む ） と  
が 互 い に 同 じ 導 電 性 材 料 か ら な っ て い る か ら で あ る 。 な お 、 こ の 現 象 は 、 ナ ト リ ウ ム イ オ  
ン 選 択 膜 ４ １ ｉ の 全 部 が ベ ー ス 部 ４ ３ ａ か ら 剥 が れ て い る 態 様 だ け で な く 、 ナ ト リ ウ ム イ  
オ ン 選 択 膜 ４ １ ｉ の 一 部 が ベ ー ス 部 ４ ３ ａ か ら 剥 が れ て い る 態 様 で も 同 様 に 生 ず る 。 一 方  
、 カ リ ウ ム イ オ ン 感 応 電 極 ４ ２ が 発 生 す る 第 ２ の 電 位 Ｅ ２ と 補 助 電 極 ４ ６ が 発 生 す る 第 ３  
の 電 位 Ｅ ３ と の 間 の 電 位 差 Δ Ｅ ２ ３ は 、 図 ５ （ Ｂ ） 中 に 示 し た の と 同 様 に 、 接 触 時 か ら 数  
秒 （ ４ 秒 ～ ５ 秒 ） 後 に 、 標 準 液 が 有 す る カ リ ウ ム イ オ ン の 濃 度 に 応 じ た 値 （ こ の 例 で は 、  
約 ０ ． １ ８ ［ Ｖ ］ ） に 収 束 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 （ 変 形 例 ２ ）
　 ま た 、 上 の 例 で は 、 試 験 片 ３ ０ の 補 助 電 極 ４ ６ （ 補 助 領 域 ５ １ ｗ ３ ） は 、 図 ２ （ Ａ ） 、  
図 ２ （ Ｂ ） に お い て 、 Ｘ 方 向 に 関 し て 一 端 ３ １ ｅ と カ リ ウ ム イ オ ン 感 応 電 極 ４ ２ （ 第 ２ の  
特 定 領 域 ５ １ ｗ ２ ） と の 間 に 相 当 す る 位 置 に 配 置 さ れ る も の と し た 。 し か し な が ら 、 こ れ  
に 限 ら れ る も の で は な く 、 補 助 電 極 ４ ６ は 、 Ｘ 方 向 に 関 し て 一 端 ３ １ ｅ の 側 で 、 例 え ば 、  
ナ ト リ ウ ム イ オ ン 感 応 電 極 ４ １ （ 第 １ の 特 定 領 域 ５ １ ｗ １ ） よ り も 他 端 ３ １ ｆ に 近 い 位 置  
に 配 置 さ れ て も よ い 。 こ の 場 合 、 ナ ト リ ウ ム イ オ ン 感 応 電 極 ４ １ と カ リ ウ ム イ オ ン 感 応 電  
極 ４ ２ は 、 Ｘ 方 向 に 関 し て 一 端 ３ １ ｅ に 対 し て 、 図 ２ （ Ａ ） 、 図 ２ （ Ｂ ） に お け る の よ り  
も 近 い 位 置 に 配 置 さ れ る 。
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